
牛乳消費促進
ＰＲキャラクター

「ミルクックさん」

milk

農
業
委
員
会
だ
よ
り

　
こ
の
た
び
の
農
業
委
員
の
改
選
に

あ
た
り
、
新
し
く
２
人
を
加
え
た
16

人
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

３
年
間
農
業
委
員
と
し
て
活
動
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
国
内
外
の
農
業
を

巡
る
環
境
は
大
き
く
変
化
す
る
中
、

食
料
安
全
保
障
を
進
め
る
中
で
、
担

い
手
に
よ
り
農
地
の
利
用
集
積
を
計

る
こ
と
に
よ
り
、
食
料
生
産
が
進
め

ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
農
家
人
口
の
減

少
、
ま
た
再
生
産
が
で
き
な
い
経
営

環
境
も
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
町
の
酪
農
は
、
こ
の
豊
か
な

土
地
を
生
か
し
た
自
給
飼
料
を
生
産

し
経
営
で
き
る
こ
と
が
大
き
な
強
み

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
農
地
の
利

用
を
再
考
す
る
こ
と
も
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

農
業
を
発
展
さ
せ
維
持
す
る
事

は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性

化
す
る
た
め
に
も
最
も
必
要
と
考
え

ま
す
。

　
行
政
、
ま
た
農
業
団
体
と
の
連
携

を
進
め
な
が
ら
、
各
関
係
機
関
に
対

し
て
、
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

会
長
就
任
に
あ
た
り

　
今
後
と
も
農
業
委
員
会
に
対
し
、

ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
会
長
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

佐　藤　松　喜
会　長

会長職務代理者
嶋　中　　勝

農地委員会
（磯分内）

澁　谷　　洋

農地委員会
（上御卒別）

小野寺　典男

農政委員会
（阿歴内）

各
委
員
紹
介

　
初
め
て
農
業
委
員
を
務
め
る
に
あ

た
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
同

時
に
大
き
な
責
任
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

　
現
在
、農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

担
い
手
不
足
や
高
齢
化
、
農
地
の
維

持
・
確
保
、資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
、

先
行
き
の
不
透
明
感
が
増
し
て
き
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
農
業
委

員
会
に
は
、
農
地
を
守
る
だ
け
で
は

な
く
、
将
来
に
わ
た
っ
て
農
地
を
生

か
し
て
い
く
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の

声
に
耳
を
傾
け
農
地
を
守
る
べ
き
と

こ
ろ
は
守
り
、
活
用
で
き
る
農
地
は

次
の
担
い
手
に
繋
げ
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
現
場
を
知
り
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
行
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
す
が
、
先
輩
委
員
の
皆

さ
ん
か
ら
学
び
な
が
ら
、
地
域
農
業

の
未
来
の
た
め
に
一
つ
ひ
と
つ
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
農
業
委
員　
髙
橋
正
和
）

農地委員会
（上御卒別）

新　任
髙　橋　正　和

（虹　別）
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新　任

　
人
、
人
、
人
！
９
月
６
日
、
や
っ

て
き
ま
し
た
、
標
茶
町
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
「
産
業
ま
つ
り
」
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
お
天
気
に
恵
ま
れ
、
と
て

も
暑
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
贅

沢
は
言
っ
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
各
地
で

地
震
や
線
状
降
水
帯
に
よ
る
水
害
が

続
き
、
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
過
ご
さ

れ
て
い
る
方
々
が
い
る
日
本
列
島
で

す
。
無
事
に
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
た

こ
と
に
、
た
だ
た
だ
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
農
業
委
員
会
の

ブ
ー
ス
で
は
、
昨
年
に
続
き
「
フ
レ

ン
チ
ド
ッ
ク
」
の
販
売
を
手
掛
け
ま

し
た
。
意
図
は「
食
育
」で
す
。“
牛

乳
を
飲
も
う
”
で
は
な
く
、
あ
え
て

“
食
べ
よ
う
”
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

に
合
わ
せ
、
し
べ
ち
ゃ
牛
乳
を
練
り

込
ん
だ
生
地
で
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
包
ん

で
揚
げ
た
フ
レ
ン
チ
ド
ッ
ク
で
す
。

　
余
談
に
な
り
ま
す
が
、
し
べ
ち
ゃ

牛
乳
が
誕
生
し
た
年
、
札
幌
の
と
あ

る
コ
ー
ヒ
ー
店
の
バ
リ
ス
タ
が
Ｊ
Ａ

し
べ
ち
ゃ
本
部
で
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ

方
を
伝
授
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
際
、先
生
が「
こ
こ
の
し
べ
ち
ゃ

牛
乳
は
凄
く
甘
い
の
で
、
カ
フ
ェ
オ

レ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。」と
お
っ
し
ゃ

り
、
ミ
ル
ク
と
コ
ー
ヒ
ー
を
一
対
一

で
合
わ
せ
、
砂
糖
を
入
れ
な
い
カ

フ
ェ
オ
レ
を
ご
馳
走
し
て
く
だ
さ
い

産
業
ま
つ
り
を
終
え
て

　
こ
の
度
、農
業
委
員
改
選
に
伴
い
、

地
域
振
興
会
長
よ
り
推
薦
を
い
た
だ

き
町
よ
り
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
命
さ
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
、
現

況
証
明
に
係
る
現
地
確
認
、
農
地
法

３
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
申
請
に
係

る
調
査
な
ど
色
々
活
動
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
農
業
委
員
と
い
え
ば
、
農
地
の
賃

貸
・
売
買
・
農
地
転
用
許
可
が
主
な

活
動
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
産
業

ま
つ
り
の
参
加
や
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
が
あ
り
、
総
会
議
案
の
会
務
報

告
を
見
る
と
現
地
調
査
は
も
ち
ろ
ん

な
の
で
す
が
、
担
い
手
育
成
協
議

会
・
標
茶
町
認
定
農
業
者
審
査
会
・

北
海
道
農
業
者
年
金
協
議
会
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
会
へ
の
参
加
も
さ
れ
て
お

り
、
職
務
の
多
さ
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
幅
の
広
さ
に
も
驚
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

ま
し
た
。
ま
さ
に
プ
ロ
が
認
め
る
甘

み
の
強
い
ミ
ル
ク
で
す
。
な
ぜ
こ
れ

ほ
ど
美
味
し
い
の
か
？
雄
大
な
標
茶

原
野
で
育
つ
足
腰
の
強
い
牛
を
、
お

お
ら
か
で
心
優
し
い
酪
農
家
さ
ん
た

ち
が
搾
る
ミ
ル
ク
だ
か
ら
…
…
か
も

し
れ
ま
せ
ん
！
完
全
栄
養
食
品
の
ミ

ル
ク
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
高
い
で
す

が
、
ご
自
宅
の
冷
蔵
庫
を
開
け
た
と

き
、
あ
の
可
愛
ら
し
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ

が
い
つ
も
入
っ
て
い
る
と
う
れ
し
い

で
す
。

　

フ
レ
ン
チ
ド
ッ
ク
の
販
売
で
す

が
、
昨
年
用
意
し
た
量
は
、
早
々
と

完
売
に
な
り
、
あ
わ
て
て
買
い
出
し

に
走
る
ほ
ど
で
し
た
。
来
年
は
し
っ

か
り
と
準
備
を
整
え
、
店
頭
で
し
べ

ち
ゃ
牛
乳
の
魅
力
を
一
層
ア
ピ
ー
ル

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
回
の
産
業

ま
つ
り
で
、
多
く
の
方
々
に
再
会
で

き
る
こ
と
を
、
農
業
委
員
一
同
心
待

ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

（
農
業
委
員　
森
田
享
子
）

　
１
期
目
と
は
い
え
、
地
権
者
の
資

産
の
適
正
な
評
価
と
公
正
・
公
平
な

判
断
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

諸
先
輩
方
の
忠
告
・
進
言
を
求

め
、
地
域
の
方
々
と
協
力
し
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
農
業
委
員　
舩
木
彰
人
）

大　泉　義　明

農政委員会
（弥　栄）

　
現
在
、農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

担
い
手
不
足
や
高
齢
化
、
農
地
の
維

持
・
確
保
、資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
、

先
行
き
の
不
透
明
感
が
増
し
て
き
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
農
業
委

員
会
に
は
、
農
地
を
守
る
だ
け
で
は

な
く
、
将
来
に
わ
た
っ
て
農
地
を
生

か
し
て
い
く
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の

声
に
耳
を
傾
け
農
地
を
守
る
べ
き
と

こ
ろ
は
守
り
、
活
用
で
き
る
農
地
は

次
の
担
い
手
に
繋
げ
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
現
場
を
知
り
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
行
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
す
が
、
先
輩
委
員
の
皆

さ
ん
か
ら
学
び
な
が
ら
、
地
域
農
業

の
未
来
の
た
め
に
一
つ
ひ
と
つ
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
農
業
委
員　
髙
橋
正
和
）

甲斐　やす子

農政委員会
（上茶安別）

森　田　享　子

農政委員会
（磯分内）

笛　木　眞　一

農地委員会
（虹　別）

平　山　正　志

農地委員会
（虹　別）

熊　谷　英　二

農政委員会
（開　運）

舩　木　彰　人

農政委員会
（中御卒別）

遠　藤　　聡

農地委員会
（阿歴内）

山　本　政　弘

農地委員会
（中茶安別）

渡　邊　裕　義

農政委員会
（磯分内）

佐　藤　德　市

農地委員会
（下茶安別）
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標茶
の魅力配信

地域おこし
協力隊

活動日誌標茶町

　　

18

　皆さんこんにちは！観光協会事務局支援員地域おこし協力隊の高木です。7 月から 9
月にかけて観光協会ではさまざまなイベントに出店してきました。
　町外では中標津町のライダースミーティング、釧路市での港まつりや大漁どんぱくなどに、町内では夏まつりや産業まつりな
どへ出店させていただきました。本年度は観光協会の新商品としてしべちゃ牛乳を使用した「標茶ミルクショコラクッキー」が
販売開始し、手土産にちょうどいいとたくさんの方に手に取っていただきました。バスターミナルではもちろん、町内のさまざ
まな場所で購入いただけるようになってきています。
　これからも標茶町を PR できるようさまざまな施策を実施していきたいと思います。

ミスチルが大好き！

高木 淳一
千葉県出身

標茶町の観光やイベントなどに
関わっていきます！

　夏の暑さもようやく和らぎ、朝晩には秋の気配が感じられる季節となりました。
真夏の間はぐったりと暑そうにしていた羊たちも、今は涼風の中で過ごしやすそう
に牧草を食んでいます。育成牧場では、いよいよ 9 月から次の世代へ向けた交配シー
ズンが始まりました。順調にいくと、来年の 2 月には仔羊たちが生まれて来る予定
です。一頭一頭の体調管理に気を配りながら、これからの季節も、 日々丁寧な飼育
に努めてまいります。
　秋の多和平は晴れの日が多く、空気も澄んでいて最高の景色です！是非遊びに来
てくださいね。

千葉県出身

▲釧路大漁どんぱくに出店（釧路市） ▲釧路昭和小でふれあう羊（釧路市）▲ニトリレディスに出店（鶴居村）

協力隊フォトコーナー協力隊フォトコーナー 土田隊員
標茶を飛び出し、町外のお祭りや
小学校で多くの人と交流しました！撮影者

地域おこし協力隊員の活動記録（写真）をお届け！

標茶の羊の魅力をたくさん
伝えられるようがんばります！土田 淳子

羊が大好き！

▲ Instagram

高木隊員
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標茶バレエ研究所標茶バレエ研究所
　1992年から始まったバレエ研究所です。バレ
エは姿勢や体幹が良くなり、柔軟性、リズム感
がアップします。毎年標茶での発表会、隔年で
中標津での発表会があ
ります。みんな発表会
に向けて頑張って練習
中です‼お気軽にご連
絡ください。

元気に活動しています！

■�活動日時：幼児科（３歳から）月曜15：30～
　　　　　　児童科（小学3年から）・研究科（中学生から）
　　　　　　月曜16：00～、木曜16：30〜
■活動場所：中央公民館分館
■問い合わせ：代表 酒井 ☎090-9089-6165

みんなの 

作品展
文芸作品文芸作品

掲載希望の方は、イラスト・ 詩・ 絵画・ 写真ほか何でも結
構ですので、作品に住所・氏名を記入の上、次のところまで
お寄せください。

〒088-2312　川上４丁目２番地
役場企画財政課地域振興係　「みんなの作品展コーナー」

投稿お待ちしています

箱崎　悦子さん（　旭　）の作品

絵
手
紙
の
会

絵
手
紙
の
会

山本フミ子さん（虹別）の作品

川
　
柳
（
標
茶
川
柳
の
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
合
葬
墓
骨
を
遺
し
て
夫
逝
け
り�

佐
藤　

教
子

◦
短
め
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
に
若
返
り�

佐
藤
美
代
子

俳
　
句
（
標
茶
菱
の
実
吟
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
老
牛
の
し
ぐ
れ
は
げ
し
き
星
落
ち
ぬ�

舘
田　

曻
葉

◦
ふ
り
返
り
ま
た
振
り
返
る
秋
の
彩い

ろ

�

舘
田　

曻
葉

短
　
歌
（
自
生
林
短
歌
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
思
い
立
ち
道
都
の
旅
へ
息
と
二
人

　

娘
等
と
の
面
談
悔
い
残
さ
じ
と�

門
屋　

和
子

◦
天
気
良
し
物
干
し
台
に
夜
具
干
し
て

　

宵
の
ベ
ッ
ド
に
天
日
を
誘
う�

今
井　

昭
子

◦
過
疎
の
町
小
さ
き
集
落
一
角
の

　

空
を
染
め
散
る
二
千
の
花
火�
　

大
浦　

松
子

短
　
歌
（
個
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
や
っ
と
着
き
待
ち
く
た
び
れ
て
診
察
へ

　

医
師
と
の
対
話
何
よ
り
薬�

吉
田　

満
代

写
真
投
稿
作
品

写
真
投
稿
作
品

「
庭
の
矢
筈
ス
ス
キ
の
上
に
満
月
が
」 吉

田
　
満
代
さ
ん
の
作
品

「
え
ぞ
ユ
キ
ウ
サ
ギ
我
家
の
庭
に
遊
び
に

来
て
く
れ
ま
し
た
。
可
愛
ら
し
く
て
!!
」



フォトニュース
標茶町駅伝競走大会＆
ハーフマラソンの結果
9/19　第 54 回標茶町駅伝競走大
会＆ハーフマラソン大会が行われ、
駅伝大会に町内外から 39 チーム、
ハーフマラソンに 72 人が参加しま
した。
各部門の成績は下記二次元コード
からご確認ください。

協賛ありがとうございます
明治安田生命保険相互会社釧路市
社、セコマ、セイコーマート磯分
内店、標茶町スポーツ協会、雪印
メグミルク磯分内工場、文具のま
つもと、NORTHDEER 蝦夷八、標
茶町農業協同組合、エフシーエス、
長坂牧場チーズ工房、ノザキ・コー
ポレーション、大同生命保険、山
内商店、東京ワイルズ、標茶町駅
伝を応援する会（順不同・敬称略）

10/6　ふるさと・キャリア教育の一環として「食と命を
学ぶ酪農体験学習」が TACS しべちゃで行われ、標茶小
学校の３年生 32 人が参加しました。児童たちは哺乳・聴
診体験やブラッシングなどを行いました。最後は「牛の一
生」についての説明を受け、命について考える機会となり
ました。

食と命を学ぶ酪農体験学習に参
加しました

9/9　食育推進事業「小学生の農園体験」が標茶高等学校
で行われ、５月に植えたジャガイモを収穫しました。町内 1，
2 年生が収穫したジャガイモは、高校で生産された他の野菜
を加え「標茶高校収穫野菜カレー」として９月 30 日に学校
給食で提供されました。

小学生の農園体験に参加しまし
た

20



寄付をしてくださいました
10/15　大地みらい信
用金庫（根室市、伊藤
哲也理事長）から、寄
付をいただきました。1
佐藤直美常務理事は「環
境に関わる事業に役立
てていただきたい」と話
されました。

10/1　雪印メグミルク
（東京都、佐藤雅俊代表
取締役社長）から、本
町で進める地方創生の
取り組みに対し、企業版
ふるさと納税にあたる寄
付をいただきました。

寄付をしてくださいました

寄付をしてくださいました

9/28　 札 幌 市 に あ る 都 市 型 水 族 館「AOAO 
SAPPORO」を運営する青々（東京都、山内將生代表）
から、企業から自治体へ派遣する地域活性化起業人とし
て大下瑞貴さんが着任されました。今後、標茶高校の自
然環境を価値化する取り組みやキタサンショウウオの域
外保全などに従事していきます。大下さんは「全力で活
動させていただきます」と意気込みを語られました。

地域活性化起業人が着任しまし
た！

10/7　明治安田生命
釧 路 支 社（ 釧 路 市、
松井利道支社長）が、
同社が実施する「私
の地元応援募金」の
取り組みとして町に寄
付をしてくださいまし
た。永吉秀之釧路駅

前営業所長は「健康・福祉に関わる事業に役立てていた
だきたい」と話されました。

寄付をしてくださいました
9/10　JA しべちゃ女性
部（岩本博美部長）から
第 53 回産業まつりで販
売された野菜の売上金
を寄付していただきまし
た。岩本部長は「福祉・
高齢者事業に役立てて
いただきたい」と話され

ました。残った野菜についてはやすらぎ園に寄付されまし
た。

10/15　標茶中学校陸上部の細越元太さんが、全国大
会への出場を決め、その報告に役場を訪れました。細
越さんは「日頃の感謝を忘れずにベストを出せるように
頑張る」と意気込みを語られました。

日頃の感謝を忘れずに、いざ全国
の舞台へ
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1 歳になったよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈令和８年９月 17日撮影〉

人口と世帯 ( 令和８年９月末現在 )
人口：6,600 人  男 3,275 人 / 女 3,325 人
世帯数：3,559 世帯
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小学生の標茶高校農園体験

食と命を学ぶ酪農体験学習

舘田　曻さん
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おめでとうございます

掲載に同意いただい
た方のみ掲載してい
ます。

長寿 88歳


